
小
倉

肇
教
授

略
歴
・
著
作
目
録
抄

学

歴

一
九
六
五
年

四
月

國
學
院
大
學
文
学
部
文
学
科

入
学

一
九
六
九
年

三
月

國
學
院
大
學
文
学
部
文
学
科

卒
業

一
九
六
九
年

四
月

國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

入
学

一
九
七
一
年

三
月

國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

修
了

一
九
七
一
年

四
月

國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

入
学

一
九
七
三
年

三
月

國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

中
退

学

位

一
九
七
一
年
三
月
二
〇
日
「
上
代
音
韻
史
の
研
究
」
國
學
院
大
學

文
学
修
士

一
九
九
四
年
六
月
二
二
日
「
日
本
呉
音
の
研
究
」
國
學
院
大
學

博
士
（
文
学
）

職
歴
（
専
任
）

一
九
七
一
年

四
月

麻
布
学
園
高
等
学
校
教
諭

一



一
九
七
三
年

四
月

國
學
院
大
學
文
学
部
国
語
学
研
究
室
助
手

一
九
七
四
年
一
〇
月

弘
前
大
学
講
師
（
教
育
学
部
）

一
九
七
九
年

四
月

弘
前
大
学
助
教
授
（
教
育
学
部
）

一
九
九
一
年
一
〇
月

弘
前
大
学
教
授
（
教
育
学
部
）

一
九
九
四
年

四
月

弘
前
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
教
授

一
九
九
九
年

四
月

関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
・
同
博
士
課
程
後
期
課
程
教
授

職
歴
（
併
任
・
非
常
勤
等
）

弘
前
学
院
大
学
（
一
九
七
八
〜
一
九
八
三
）、
秋
田
大
学
教
育
学
部
（
一
九
八
七
）、
岩
手
大
学
教
育
学
部
（
一
九
八
六
、
一
九
九
三
、
一

九
九
五
、
一
九
九
七
）、
山
形
大
学
人
文
学
部
（
一
九
九
三
）、
弘
前
城
東
学
園
（
一
九
九
八
〜
二
〇
一
〇
）、
愛
媛
大
学
法
文
学
部
（
二

〇
〇
四
）、
群
馬
県
立
女
子
大
学
（
二
〇
〇
九
、
二
〇
一
二
、
二
〇
一
三
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
（
一
九
八
八
〜
一
九
八
九
）、
あ
す

な
ろ
尚
学
院
（
一
九
九
一
〜
一
九
九
五
）

賞

罰

今
泉
博
士
記
念
賞
（
一
九
九
五
年
三
月
二
四
日
）

編
・
著
書

一
九
八
八
年
一
〇
月

『
津
軽
方
言
地
図
（
全
２
冊
）』（
編
著
者

津
軽
書
房
）

二



一
九
九
五
年

一
月

『
日
本
呉
音
の
研
究
（
全
４
冊
）』（
新
典
社
）

二
〇
一
一
年

七
月

『
日
本
語
音
韻
史
論
考
』（
和
泉
書
院
）

二
〇
一
四
年

二
月

『
続
・
日
本
呉
音
の
研
究
（
全
６
冊
）』（
和
泉
書
院
）

論
文
等

一
九
六
九
年

五
月

「「
伊
家
流
等
毛
奈
之
」
に
つ
い
て
」

（『
國
學
院
雑
誌
』
７０
・
５

國
學
院
大
學
）

一
九
七
〇
年
一
一
月

「
上
代
イ
列
母
音
の
音
的
性
格
に
つ
い
て
」

（『
國
學
院
雑
誌
』
７１
・
１１

國
學
院
大
學
）

一
九
七
〇
年
一
二
月

「
上
代
音
韻
史
の
研
究
」（
修
士
学
位
論
文
）

一
九
七
二
年
一
一
月

「
宣
命
の
構
文
に
つ
い
て
│
「
テ
シ
・
・
・
・
助
動
詞
」
を
め
ぐ
っ
て
│
」

（『
日
本
文
学
論
究
』
３２

國
學
院
大
學
国
文
学
会
）

一
九
七
三
年

三
月

「
日
本
霊
異
記
の
反
切
音
註
に
つ
い
て
」

（『
今
泉
博
士
古
稀
記
念

国
語
学
論
叢
』
桜
楓
社
）

一
九
七
四
年

三
月

「
助
詞
「
が
に
」
の
歴
史
│
そ
の
起
源
を
め
ぐ
っ
て
│
」

（『
国
語
研
究
』
３７

國
學
院
大
學
国
語
研
究
会
）

一
九
七
七
年

三
月

「
日
本
霊
異
記
の
同
音
字
注
│
声
母
・
声
調
に
つ
い
て
│
」
（『
国
語
研
究
』
４０

國
學
院
大
學
国
語
研
究
会
）

一
九
七
七
年

三
月

「
推
古
期
に
お
け
る
口
蓋
垂
音
の
存
在
」

（『
言
語
研
究
』
７１

日
本
言
語
学
会
）

一
九
七
七
年

九
月

「
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
の
同
音
字
注
（
上
）
│
声
母
に
つ
い
て
│
」

（『
弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
３８
）

一
九
七
八
年

二
月

「
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
の
同
音
字
注
（
下
）
│
韻
母
・
声
調
に
つ
い
て
│
」（『

弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
３９
）

一
九
七
八
年

九
月

「
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
字
音
攷
（
Ⅰ
）
│
資
料
篇
（
上
）
│
」

（『
弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
４０
）

三



一
九
七
九
年

二
月

「
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
字
音
攷
（
Ⅱ
）
│
資
料
篇
（
中
）
│
」

（『
弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
４１
）

一
九
七
九
年

八
月

「
助
詞
「
が
に
」
の
史
的
変
遷
│
「
が
ね
」「
べ
く
」
と
の
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
│
」

（『
田
邊
博
士
古
稀
記
念

国
語
助
詞
助
動
詞
論
叢
』
桜
楓
社
）

一
九
七
九
年

九
月

「
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
字
音
攷
（
Ⅲ
）
│
資
料
篇
（
下
）
│
」

（『
弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
４２
）

一
九
八
〇
年

九
月

「
法
華
経
単
字
反
切
攷
（
Ⅰ
）」

（『
弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
４４
）

一
九
八
一
年

三
月

「
上
古
漢
語
の
音
韻
体
系
」

（『
言
語
研
究
』
７９

日
本
言
語
学
会
）

一
九
八
一
年

三
月

「
合
拗
音
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
」

（『
国
語
学
』
１２４

国
語
学
会
）

一
九
八
一
年

九
月

「
法
華
経
単
字
反
切
攷
（
Ⅱ
）」

（『
弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
４６
）

一
九
八
三
年
一
二
月

〔
書
評
〕
沼
本
克
明
著
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』（『

国
語
学
』
１３５

国
語
学
会
）

一
九
八
七
年

三
月

「
上
代
日
本
語
の
母
音
体
系
（
上
）
│
オ
列
甲
乙
の
合
流
過
程
に
係
わ
る
問
題
│
」

（『
弘
前
大
学
国
語
国
文
学
』
９
）

一
九
八
八
年
一
〇
月

「
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
漢
字
総
索
引
作
成
の
試
み
」

（『
此
島
正
年
博
士
喜
寿
記
念

国
語
語
彙
語
法
論
叢
』
桜
楓
社
）

一
九
九
〇
年

六
月

〔
展
望
〕
音
韻
（
史
的
研
究
）
│
特
集
昭
和
６３
年
・
平
成
元
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望
│

（『
国
語
学
』
１６１

国
語
学
会
）

一
九
九
一
年
一
〇
月

「
韻
書
に
つ
い
て
（
１
）」

（『
弘
前
大
学
学
教
育
部
紀
要
』
６６
）

一
九
九
二
年

三
月

「
韻
書
に
つ
い
て
（
２
）」

（『
弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
６７
）

四



一
九
九
二
年

三
月

「
韻
鏡
の
術
語
（
１
）」

（『
弘
前
大
学
国
語
国
文
学
』
１４
）

一
九
九
三
年

三
月

「
韻
鏡
の
術
語
（
２
）」

（『
弘
前
大
学
国
語
国
文
学
』
１５
）

一
九
九
三
年

四
月

「
日
本
呉
音
の
研
究
」（
博
士
学
位
論
文
）

一
九
九
三
年

七
月

「
オ
列
甲
乙
の
合
流
過
程
に
係
わ
る
問
題
│

u

〜o
1

の
音
相
通
現
象
を
め
ぐ
っ
て
│
」

（『
小
松
英
雄
博
士
退
官
記
念
日
本
語
学
論
集
』
三
省
堂
）

一
九
九
八
年
一
二
月

「
サ
行
子
音
の
歴
史
」

（『
国
語
学
』
１９５

国
語
学
会
）

二
〇
〇
一
年

三
月

「「
衣
」
と
「
江
」
の
合
流
過
程
│
語
音
排
列
則
の
形
成
と
変
化
を
通
し
て
│
」
（『
国
語
学
』
２０４

国
語
学
会
）

二
〇
〇
三
年

一
月

「〈
大
為
尓
歌
〉
再
考
│
〈
阿
女
都
千
〉
か
ら
〈
大
為
尓
〉
へ
│
」

（『
国
語
学
』
２１２

国
語
学
会
）

二
〇
〇
三
年

九
月

「
枕
草
子
「
少
納
言
よ

か
う
ろ
ほ
う
の
雪

い
か
な
ら
ん
」」

（『
日
本
文
藝
研
究
』
５５
・
２
）

二
〇
〇
四
年

八
月

「〈
あ
め
つ
ち
〉
か
ら
〈
い
ろ
は
〉
へ
│
日
本
語
音
韻
史
の
観
点
か
ら
│
」

（『
音
声
研
究
』
８
・
２

日
本
音
声
学
会
）

二
〇
〇
五
年

四
月

「
呉
音
系
字
音
」

（
朝
倉
日
本
語
講
座
２
『
文
字
・
書
記
』）

二
〇
〇
六
年
六
月
〜
二
〇
〇
七
年
三
月
「『
七
音
略
』『
韻
鏡
』
の
構
造
と
原
理
（
Ⅰ
）〜（
Ⅳ
）」

（『
日
本
文
藝
研
究
』
５８
・
１
、
５８
・
２
、
５８
・
３
、
５８
・
４

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会
）

五


